
今年度のテーマ・共同プロジェクトについて

18歳以下の子どもがいる世帯の割合は、
1986年：約５割⇒2022年：約２割まで減少。

参考①

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」

「子どもがいることが当たり前」の社会では
なくなったことで、「子どもに対して寛容で
ない風土」が形成されている可能性。

参考②
「子どもを持つ前」と「子どもを持った後」で「子育
てに対するイメージ」に大きなギャップが発生。

【18歳以下の子どもがいる世帯の割合の推移（全国）】

結婚や子育てに対するネガティブなイメージの広が
りにより、必要以上に後ろ向きになってしまってい
る可能性。

（出典）内閣府「少子化社会に関する国際意識調査」

日本 フランス スウェーデン

79％ 86％ 91％

【中高生の子育てへのイメージ】 【子育てが「楽しい時の方が多い」と
思う親の割合】

① 大変そう：78％
② 難しそう：62％
③ 疲れそう：57％
④ 楽しそう：56％
⑤ 人生が充実しそう：38％

（出典）京都府調査
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テーマ：「子育てが楽しい風土づくり」を京都中にどう広げるか

共同プロジェクト： 子どもの“ええ顔”広げるプロジェクト
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